
　
青
空
の
下
半
分
に
ど
す
は
イ
ン
ド
洋
沿
岸
な
ど
十
数

黒
い
壁
が
そ
び
え
て
い
力
国
で
、
死
者
・
行
方
不
明

た
。
見
る
見
る
襲
い
か
か
者
二
十
二
万
人
以
上
。
中
で

っ
て
・
：
す
べ
て
が
消
え
も
震
源
に
近
い
ア
チ
エ
州
は

た
。
　
　
　
　
　
　
　
十
六
万
人
を
超
え
る
最
大
被

　
二
〇
〇
四
年
十
二
月
二
災
地
だ
。

土
八
日
午
前
八
時
。
イ
ン
　
　
ー
軒
だ
け
残
し
て
消
え
た

ド
ネ
シ
ア
・
ア
チ
エ
州
（
ス
村
。
丘
に
打
ち
上
げ
ら
れ
た

マ
ト
ラ
島
）
の
バ
ン
ダ
ア
ま
ま
壊
れ
た
船
。
コ
ン
ク
リ

チ
エ
は
、
穏
や
か
な
日
曜
Ｉ
ト
の
破
片
に
紛
れ
、
人
骨

日
の
朝
を
迎
え
て
い
た
。
の
残
る
海
早
…
国
際
社
会

海
辺
に
位
置
す
る
州
都

だ
。

　
バ
イ
ク
で
母
の
家
か
ら

仕
事
場
の
溶
接
工
場
に
向

か
う
途
中
、
海
の
異
変
に

気
づ
い
た
。

　
叫
び
な
が
ら
逃
げ
て
来

る
人
々
が
見
え
た
。
背
後
・

に
黒
い
壁
。
大
き
く
□
を

は
、
被
害
各
国
に
総
額
百
三

十
億
♂
（
約
一
兆
五
千
億
円
）

以
上
の
支
援
を
表
明
し
て
い

る
が
、
復
興
の
足
取
り
は
遅

く
、
こ
こ
バ
ン
ダ
ア
チ
エ
で

は
、
と
り
わ
け
被
災
の
つ
め

跡
が
生
々
し
い
。

　
　
　
キ
ャ
ン
プ

開
け
、
人
や
木
、
建
物
を
　
約
千
人
が
生
活
す
る
ア
チ

飲
み
込
む
。
波
頭
に
刺
さ
ェ
州
最
大
の
避
難
民
キ
ャ
ン

っ
た
木
が
背
び
れ
の
よ
う
プ
・
Ｔ
Ｖ
Ｒ
Ｉ
。
ア
ブ
は
こ

に
見
え
た
。
さ
な
が
ら
竜
こ
で
妻
、
娘
二
人
と
暮
ら
す
。

だ
っ
た
。
車
と
人
の
渦
を
　
二
日
で
も
う
ん
ざ
り
な
の

縫
っ
て
夢
中
で
逃
げ
た
。
に
…
。
も
う
一
年
だ
」

命
は
助
か
っ
た
が
、
家
と

職
場
は
失
っ
た
。

　
ス
マ
ト
ラ
沖
地
震
か
ら

一
年
が
た
っ
た
今
も
、
ア

ブ
・
シ
ャ
マ
人
二
八
）
に
は

　
「
あ
の
日
」
が
鮮
明
に
刻

ま
れ
て
い
る
。
津
波
被
害

青
や
グ
レ
ー
の
テ
ン
ト
屋

最大被災地で復興支援

根
が
ひ
し
め
き
合
う
。
柱
は
n
l
E

ゴ
ミ
の
中
か
ら
拾
っ
て
き
た
　
趾
言
…
…
］
・
Ｊ
、
ｙ
’
。
、
」
祚

木
材
。
部
屋
は
不
ぞ
ろ
い
の

板
張
り
で
、
台
所
兼
六
畳
ほ

ど
の
居
間
と
も
う
一
つ
。
風
’

呂
と
ト
イ
レ
は
共
同
だ
。
テ

ｅｏ幽われらＮＧＯ ＡＭＤＡ①
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避難民キャンプで暮らすアプ夫
妻にとって「小春日」は、希望ﾉ
の光だ

ン
ト
屋
根
は
強
風
に
も
ろ
佐
す
る
立
場
だ
が
、
キ
ャ
ン

く
、
五
回
は
張
り
替
え
た
。
プ
に
暮
ら
す
仲
間
と
悲
し

　
食
糧
は
、
毎
月
一
人
十
キ
ロ
み
、
苦
し
み
を
共
有
し
つ
つ
、
・

の
米
と
食
油
の
配
給
が
ア
メ
乗
り
越
え
な
け
れ
ば
な
ら
な

リ
カ
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
（
非
政
府
組
い
。
家
族
を
失
っ
た
人
も
多

織
）
か
ら
あ
る
だ
け
。
肉
や
い
。
笑
顔
は
見
せ
て
も
、
心

野
菜
の
副
食
類
は
、
自
分
で
は
深
い
傷
を
負
っ
て
い
る
。

買
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
　
厳
し
い
暮
ら
し
の
中
、
ア

に
、
キ
ャ
ン
プ
で
暮
ら
す
約
ブ
に
は
一
つ
う
れ
し
い
こ
と

七
割
の
人
が
就
職
で
き
な
い
が
あ
っ
た
。

ま
ま
だ
。
　
　
　
　
　
　
　
昨
年
三
月
十
六
日
に
二
女

　
岡
山
市
楢
津
に
本
部
を
置
が
生
ま
れ
た
の
だ
。
「
も
う

く
国
際
医
療
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
’
泣
く
の
は
終
わ
り
。
沈
ん
で

Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
。
こ
の
地
に
拠
点
る
と
何
も
で
き
な
い
か
ら
」
。

を
設
け
て
、
被
害
者
支
援
を
ア
ブ
は
二
年
間
、
日
本
で
鉄

行
っ
て
い
る
日
本
唯
一
の
Ｎ
鋼
技
術
を
学
ん
だ
こ
と
が
あ

Ｇ
Ｏ
だ
。
　
　
　
　
　
　
り
、
親
し
み
を
覚
え
て
い
る
。

　
緊
急
人
道
援
助
で
広
く
知
日
本
に
ち
な
ん
だ
か
わ
い
い

ら
れ
る
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
。
相
互
扶
名
前
を
つ
け
た
い
と
思
っ

助
の
精
神
を
基
本
に
、
日
本
た
。

は
も
ち
ろ
ん
、
ア
ジ
ア
な
ど
　
何
も
な
い
冬
の
よ
う
な
状

二
十
九
支
部
に
医
師
ら
を
抱
態
を
抜
け
、
新
た
な
ス
タ
ー

え
、
事
に
備
え
る
。
　
　
　
ト
を
切
ろ
う
。
決
意
と
希
望

　
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
の
イ
ン
ド
ネ
シ
を
込
め
、
金
山
に
相
談
し
て

ア
人
医
療
チ
ー
ム
（
七
人
）
　
命
名
し
た
。

が
バ
ン
ダ
ア
チ
エ
に
入
っ
た
　
「
ｋ
ｏ
ｈ
ａ
ｒ
ｕ
ｂ
大
小

の
は
地
震
発
生
二
日
後
の
二
春
日
」
」
と
。

十
八
日
。
同
国
に
支
部
を
持
　
　
　
　
　
◇

つ
強
み
を
発
揮
し
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
　
災
害
、
戦
乱
、
貧
困
、
環

と
し
て
は
世
界
最
速
だ
っ
境
問
題
…
地
球
市
民
的
発
想

た
。
そ
れ
か
ら
昨
年
五
月
下
で
世
界
の
事
象
に
か
か
わ
る

旬
ま
で
は
、
日
本
を
含
め
た
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
時

複
数
国
の
関
係
医
師
ら
約
七
代
だ
。
一
方
で
、
憲
法
改
定

十
人
が
け
が
の
治
療
な
ど
、
論
議
の
な
か
、
自
衛
隊
の
軍

緊
急
的
な
医
療
支
援
を
中
心
隊
化
も
浮
上
。
軍
事
を
含
む

に
順
次
活
動
。
一
段
落
を
見
の
か
否
か
。
日
本
が
行
う
国

た
後
は
、
復
興
支
援
に
重
点
際
貢
献
の
在
り
方
も
問
わ
れ

を
置
い
て
保
健
衛
生
教
育
と
て
い
る
。
岡
山
県
は
全
国
に

い
っ
た
ソ
フ
ト
面
に
力
を
人
‘
先
駆
け
て
国
際
貢
献
条
例
を

れ
て
い
る
。
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
の
支
制
定
、
県
円
に
は
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ

援
は
緊
急
時
の
医
療
に
と
ど
を
は
じ
め
国
際
舞
台
で
活
勤

ま
ら
ず
、
長
期
的
視
野
も
持
す
る
Ｎ
Ｇ
Ｏ
が
複
数
、
拠
点

っ
て
い
る
の
だ
。
　
　
　
　
を
置
く
。
平
和
貢
献
マ
イ
ン

　
　
見
　
　
三
　
ジ
　
　
ド
が
高
い
地
域
だ
。
そ
ん
な

　
ノ

7 4
地
ス
タ
ー
フ
　
岡
山
の
地
か
ら
ヽ
国
際
貢
献

　
『
金
山
夏
子
（
二
九
）
目
‥
大
阪
府
の
今
を
考
え
る
。
（
敬
称
略
、

出
身
目
ふ
が
事
業
統
括
と
し
て
国
際
貢
献
取
材
班
）

ら
現
地
ス
タ
ッ

ー
た
。
。
金
山
を
補

　
次
回
は
、

し
ま
す
。

５
日
か
ら
掲
載


	page1

